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Ⅰ歯列不正をともなう骨吸収および歯肉退縮の対処方法／

金成雅彦

別冊 the Quintessence PRD YEARBOOK 2023

図13　Giovanni Zucchelliの根面被覆に
対する術前処置16。NCCLに対する処置
としては、タイプ３に相当した。

図14　 NCCLに 対 す る 処 置 と し て、
MRC（maximum root coverage level）の
位置までコンポジットレジンにて修復し
た。

図15　歯頚部から10mm以上離れた位置に水平切開をし、全層弁にて歯冠側方向へ剥離翻転した。歯の全周に歯肉溝内切開、
舌側には縦切開を入れ、歯肉をリフトし、骨欠損部の郭清をした。
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Ⅱ　成人矯正治療における歯肉退縮への新たな根面被覆を用いたアプローチ法／

山道研介

別冊 the Quintessence PRD YEARBOOK 2023

図24　アンジオジェネシスと創傷治癒効果を期待して、生理活性物質はアメロジェ
ニンを選択した(a)。根面被覆の範囲に応じた上皮下結合組織のトリミングを行い、
試適した(b)。

図25　吸収性糸にて歯冠側に移植片の
固定を行ったのち、5-0ナイロンにて
Coronary Advanced Flap（CAF）を閉創
した。

図26　術後4日目の歯周組織正面観。創
傷部のネクローシスは認められず安定し
ている(a)。術後13日の抜糸時では、縫
合部の拘縮はなく、移植片は生着してい
る(b)。

図27　術後180日経過観察時の₃歯周
組織正面観。移植部位は両隣在歯周組織
と比較して歯肉の厚さの増加と新生血管
が顕著に認められる。

a

a

b

b

創傷治癒の進行を確認した。術後13日で抜糸を行っ
たが、縫合部の拘縮は認められなかった（図26b）。
アメロジェニンの効果により、移植部位の血管新生
が亢進していることが認められる。
図27は術後180日経過観察時の₃歯周組織正面観

を示す。Maynerd Type4からType3へとフェノタ
イプモディフィケーションが達成された。移植部位
における上皮の毛細血管量が隣在歯周組織と比較し
て増加していることから、CTGとアメロジェニン

の併用により、血管新生が促進され、血液供給量が
改善された。

考察
　歯肉退縮が生じる原因として、次のようなものが
挙げられる。
①慢性歯周炎の進行によるアタッチメントロス
②不適切なブラッシング圧
③加齢
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Ⅲ　SFOT（PAOO）を応用する新たな歯周 -矯正治療／

佐分利清信

別冊 the Quintessence PRD YEARBOOK 2023

図15 6~6まで全層弁にてフラップを反転、根面のデブライドメントと唇舌側の骨面にSADおよびコルチコトミーカットを
施し、骨補填材料としてBio-OssとFDBAであるOraGRAFTを50％ミックスして骨移植を行い、その上よりバリアメンブレンと
してBio-Ossでカバーし、パピラプリザベーションテクニックによりフラップをCAFにてゴアテックススーチャーCV5縫合糸を
用いて水平マットレスおよび単純結紮縫合にて緊密に閉鎖した。

図16　下顎も上顎と同様な術式を採用したが、下顎前歯部のアタッチメントロスは、歯槽骨欠損2/3程、動揺度も２度ほどあ
り保存困難な状況で、可及的に歯周組織再生を期待しエムドゲインゲルを根面に塗布し、同上の骨補填材料を移植し、CAFを応
用した歯周外科を行った。なお、1はホープレスのため抜歯し、３インサイザーで矯正治療を行った。

図17　初診時CBCTボリュームレンダ
リング画像正面観と、同SFOT術後との
比較。歯科用CBCTを活用した画像診断
技術を追加応用し、ボリュームレンダリ
ング画像を三次元的に評価し、歯槽骨の
三次元的形態や量、上下顎の対向関係な
どの可視化を向上し、客観的に術前・術
後の状態を比較検討することにより、治
療戦略の構築を向上させることができる
ようになってきた。

図18　矯正治療終了後のデンタル10枚法と歯周組織検査。
矯正治療は重度歯周炎症例のため弱い力のコントロールを
心がけ、JM Orthoのゴムメタルを使用したマルチループ法
を採用し、術前にはすべての歯根が近心傾斜していたのを
アップライトし、咬合支持の改善、下顎位の前方適応を目
標とした咬合再構成を行った。下顎前歯は、1を抜歯し、
３インサイザーの仕上げとした。

薄いフェノタイプ症例の矯正治療を可能にする（図
21）。また、SFOTはコルチコトミー手術に加えて
骨増大術＋軟組織移植術を含み、歯槽骨の体積を増
大する。そして矯正治療の限界ボーンハウジングを
超えて矯正移動を可能とし、急速に矯正治療を行い、

不正咬合の適応範囲を拡大する。すなわち、SFOT
とは骨移植により歯槽骨の体積を増大させることと、
矯正治療の移動距離を２倍から3倍に増大すること
ができる。これにより外科矯正との境界症例までを
適応症に拡大できる（図22、23）。また、矯正治療後
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